
医療連携・遠隔セカンドオピニオン

Dr. 堀 信一 （ホリ シンイチ）先生

●サロン担当日 非常勤（医療連携）

自分らしく生きるための治療、QOL向上を目指すことが我々の使命

外科治療、放射線治療、全身化学療法といった「がん三大治療」が奏功せず、かかりつけ医からも半ば見放された患者さん
はたくさんいます。この“がん難民”といわれる患者さんはいったいどこに行けばいいのでしょうか。どんな治療選択肢があ
るのでしょうか。
私たちの得意とする血管内治療は、身体を切らずに大腿部の動脈から細いカテーテルを血管内に挿入し治療を行っていま

す。局所治療であるため抗がん剤の使用量も少なく、身体への負担が少ない治療です。抗がん剤の副作用も軽微なことが多
く、治療後2～3日で退院することが可能です。私たちのおこなっている血管内治療は、保険適用診療です。
私たちは「自分らしく生きるための治療、QOL(Quality of Life)の向上」を目指して、治療の副作用でひどく苦しむこと

なく、充実した日常生活を過ごしていただけるように、治療目標を、がんに苦しむ人たちが困っている病巣を少しでも小さ
くして症状を和らげ、臓器の働きを良くする事としており、「がん」を根絶するための治療ではなく命を繋げてゆくための
得意とする血管内治療を主に日々の診療に努めています。

堀先生が推奨させていただく主なサービス

複合医療へ

●サードオピニオンサービス
（第三の医療選択と医療決定支援の為の医療相談）

サードオピニオン（通常疾患）60分 16,500円（税込）
同上 （癌・難治性疾患）60分 27,500円（税込）

遠隔サードオピニオン 30分 13,200円（税込）

ご自分や、大切なご家族が不幸にも重篤な疾病になられた時・・・・・・少しでも快方・回復の道を選びたい。
できれば適切な専門医を紹介して欲しい。誰しもそう願うと思います。ごく少数の方は、顔の広い有力な医師とコネがあり、
その不安を解消できているかもしれませんが、多くの方々は迷い悩み「医療難民」となっているのが現実です。最悪の場合
は一部の「心無い民間療法」に頼り、さらに悪化してしまうケースも見受けられます。私たちはあなたの主治医医として、
徹底的にご相談いただけるよう、まず「正確な情報収集」と「十分な時間の確保する」ことが不可欠と考え、通常医療機関
で保険診療下で実施され「ガイドラインに沿った同様な回答しか得られないセカンドオピニオン」とは異なり、不安を抱く
皆さまに寄り添う事を目的に、経験豊かな医師と医療コーディネーターが二人三脚にて充分な時間を掛け相談に乗り「適切
なアドバイス」と、医業界や国境の壁を越え、現段階で可能性の高い「最適な医療へのご案内」を行います。
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